
北海道漁業協同組合連合会（本所：札幌市、代表理事会長：阿部 国雄）は、道北地区における
水産加工拠点機能の強化を目的として稚内に新工場の建設を進めてまいりましたが、このほど完成し、稼
働を開始する運びとなりました。
本工場は、管内の主要魚種であるほたての安定的な受入および加工処理能力の向上を最優先課題とし
て位置付け、国の補助事業を活用して整備を進めてきたものであり、宗谷管内を中心とした原料供給体制
の強化と、輸出対応を見据えた高度な加工・衛生管理機能を備えた、道北地区の中核的な加工拠点とし
ての役割を担うものです。
施設整備にあたっては、将来的な海外輸出の拡大を見据え、対米HACCPおよび対EU-HACCPへの対
応を視野に入れた高度な衛生管理体制を整備しており、道産水産物の付加価値向上と安定供給体制の
確立、さらには地域水産業の持続的発展に寄与してまいります。
つきましては、下記のとおり当工場の竣工式等を執り行うこととしておりますので、報道機関各位におかれま
しては、ぜひこの機会にご取材賜り、広くご報道いただきますようお願い申し上げます。
なお、取材をご希望の報道機関の方は、下記の取材申込フォームより事前にお申し込みください。
【取材申込フォーム】https://forms.office.com/r/GxnLce5YHG （申込期限：3/19（木））

記
１．施設名

北海道漁業協同組合連合会 稚内工場

２．竣工式等
日 時：令和８年３月２４日（火） ９：００～
場 所：（竣工式）北海道漁業協同組合連合会 稚内工場（稚内市末広5丁目35番地ほか）

 （落成式）サフィールホテル稚内（稚内市開運1丁目2-2）
【式典次第（予定）】 竣工式、テープカット、工場内覧、落成式

３．施設概要
＜加工処理施設＞
構 造：鉄骨造２階建（延床面積：3,837㎡）
取扱品目：ほたて（玉冷）
主な設備：貝剥き処理台、トンネルフリーザー、自動計量包装機 ほか

＜排水処理施設＞
構 造：鉄筋コンクリート造２階建（延床面積：250㎡）
処理能力：360トン／日

４．生産計画 原貝処理量：12,000トン 玉冷生産量：1,320トン

５．総工費 約40億円

◆本件に関するお問い合わせ先
北海道漁業協同組合連合会 総務企画部（担当：一林、髙木、斉藤）
TEL 011-281-8560（平日8：30 ～ 17：00）
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